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協賛企業：（株）成心設備、西関東開発（株）、（株）ウィルマート、（株）R&C、（株）フジコー、（株）渡辺工業所、甲府市管工事協同組合、（株）とちの木、（株）ACL、（株）エスティケイ

老若男女が集う“こども食堂”の勧め

人権移動教室の授業を受けた子供たちの感想文が、裏面にてご覧いただけます。

こども食堂は、こどもを真ん中においた“共食コミュニティー”の拠点です。こども食堂は、地域住民有志によるボランティア活動として、
今では全国で１万カ所を超えるほどになりました。山梨県庁（こども福祉課）のホームページで紹介されている県内の“こども食堂”だけ
でも４９カ所（把握している団体は５９団体）あるそうです。（※１）

約２０年前にこの取組が始まった頃は、生活困窮している子育て世帯が主な対象でした。しかし、現在はそれに限らず、地域に暮らす赤
ちゃんからお年寄りまで幅広く受け入れる処も増えています。こども食堂は、地域の子ども達に来てもらいやすくするため、子どもには
無料で食事を提供している団体が多いです。その場合、食材の調達や調理などにかかる費用をどう賄うかが課題となります。

お米については、農林水産省が政府備蓄米の無償提供を、こども食堂向けにも行うようになりました。今年４月以降は、こども食堂１団体
あたり年間で６百ｋｇまで寄贈してもらえる制度がスタートします。（※２）また、地域の食料品店やフードバンク団体、農家などと提携
して、消費（賞味）期限の近づいた食品や規格外の野菜などを無料で分けてもらう方法もあります。それから、大人が地域の子どものため
にチケット（食券）を購入して、それを来場した子どもが使うやり方も広まりつつあります。

その県内の一例として、甲府市中央（デュオヒルズ･1F）で“暮らしの保健室・晴ればれ”が行っている「晴れ食堂」（ほぼ毎週金曜に開催）
をご紹介したいと思います。（※３）

この食堂を利用する人は、壁に貼られた「はれきっぷ」と呼ばれるチケットを使えば、無料で食事が楽しめます。切符は、１枚１００円。食
堂を訪れた誰かが、これから訪れる人のために切符を購入し、メッセージを添えてプレゼントする仕組みです。来た子どもがそのチケッ
トを利用した後、お礼のメッセージを書いて壁に貼ります。それを来場した大人が見ることで、新たな寄付やボランティア参加にもつな
がりやすくなると思います。

また、富士川町の中心市街地にある旧・有泉医院では、地域の人たちが集まる食堂の催し「わくわくキッチンふじかわ」が毎月第４土曜日
に開かれ、地域の子ども達と大人が楽しく交流しています。
（※４）「わくわくキッチン」は、町で暮らす住民の有志がボ
ランティアで運営しています。最初は子ども食堂として、生
活に困っている一人親の家庭などに弁当を配る活動から始
めたそうです。やがて、地域社会から孤立している人が多い
ことに気づき、大人も子どもも、だれでも集まることができ
る場所を作ろうと思い立った、とのことです。

このように、手づくりのおいしい食事を暖かな地域コミュ
ニティ（家庭や学校・職場以外の“第３の居場所”）で分かち
合える取組が、さらに広がることを期待しています。

今後の予定

活動報告

2月4日（火）～17日（月）甲府市役所・甲府市南西公民館。人権啓発パネル展

1月14日（火）～24日（金）甲斐市役所にて、人権啓発パネル展を開催しました。人権啓発パネル展

（※１）山梨県（子ども福祉課）「山梨県内のこども食堂一覧表」　
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/95919/kodomosyokudou20240702.pdf

（※２）農林水産省「学校給食用等政府備蓄米の交付について」
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/bichikumai.html　

（※３）YBS NEWS NNN「“切符” がつなげる地域の輪　世代超え集う『晴れ食堂』」
https://news.ntv.co.jp/n/ybs/category/society/ys952a9b75bc1d465999239d38bc589dee

（※４）朝日新聞 DIGITAL「レトロな旧医院が憩いの場に　地域の人ら集う『わくわくキッチン』」
https://digital.asahi.com/articles/ASR9P771MR9DUZOB003.html?msockid=3ccc557052a36f4504ef413d53d06ee2　

新年を迎え心新たに目標を掲げた人も多いのではないでしょうか。
ぜひ人権意識についても「電車で席をゆずる」「困っている人を見
かけたら声をかける」など、身近でできそうな行動目標を持ってく
ださい。自ずと人権感覚が身につくようになるはずです。世界では
紛争や災害が絶えません。遠くのことでも人権意識を持って想いを
馳せることが大切です。本年も、すべての差別の撤廃と人権が保障
された社会の実現に向けて、大切な命の尊さや人への思いやりを伝
えてまいります。どうぞよろしくお願い申し上げます。

＜お詫びと訂正＞　先月号のタイトルが「2024 年 11 月号」になっておりました。正しくは「2024 年 12 月号」でした。訂正とお詫びを申し上げます。

人権啓発講演会 2月3（月）甲府市役所庁舎、2月17日（月）市民講演会、2月18日（火）甲府地区広域行政事務組合消防本部。
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人権移動教室に参加した子どもたちの感想文をご紹介します。
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